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■公共調達小委員会
 

総合評価ＷＧ■

■平成１８年２月
 

「地方公共調達研究会」（通称・呑世会）

北海道大学大学院工学研究科の高野伸栄准教授を座長に産
 学官14人で組織する私的勉強会

◎地方建設業の現状に即した公共調達の在り方を研究

◎従来とは異なるアプローチで入札制度設計を研究

※第24回建設マネジメント問題に関する研究発表・討論会で2編の研究成果を発表．（平成１８年12/6）

「公共調達における市民参加の可能性に関する考察」

「マンション住民の大規模修繕業者選定評価プロセスの考察」

■平成２０年６月
 

「地方公共調達特別小委員会」

「住民参加型入札模擬実験」

「住民参加型入札
 

住民プレゼン視察」（喜茂別、蘭越）

■平成２３年６月
 

「公共調達小委員会
 

総合評価ＷＧ
 

」





マンション大規模修繕工事の業者選定

• 納得できる価格と信頼できる業者のバランス。

• どうやって信頼できる業者を選定するか？

• 業者選定の公平性、透明性、競争性をどう確
 保すべきか？

• マンション住民のうち、専門知識を有する人で
 修繕委員会を組織→設計業者を公募し、３社に

 絞り込み、住民プレゼンを実施→住民の７割が
 Ａ社を選定→素人が適切な業者を見抜く眼力を
 持っている。



■信頼の定義■

能力に対する信頼能力に対する信頼 意図に対する信頼意図に対する信頼

相手が役割を遂行する

「能力」を持っている

という期待

自分の利益よりも他者の

利益を尊重しなくては

ならないとう義務を

果たすという期待

• 社会心理学者、山岸俊男・北海道大学名誉教授（玉川大学脳科学研究所）の「信頼の

 定義」

山岸俊男

 
著書「信頼の構造―こころと社会の進化ゲーム」（1998，東京大学出版

 会）



住民参加型入札の目的

公共工事の入札・契約制度は、価格だけで落札業者
 を決める従来の方式とは異なり、品質を高めるため

 の技術やノウハウなど価格以外の要素を含めて評価
 する「総合評価落札方式」が普及している。しかし、

 地元の中小建設業が受注する小規模工事では、総合
 評価方式を採用しても、技術力の差が付きにくく、
 結局は価格のみの競争になっている。

そこで、適正な競争を確保しながら、地域に必要な
 建設企業が伸びていける市場環境を形成するため、

 革新的な「住民参加型総合評価落札方式」を考案し、
 道内2カ所で試行された。















■平成２５年度事業計画
 市町村アンケートを実施。パンフレットとアンケート用紙

 を送付し、反応があった市町村に直接働き掛けを行う。



住民参加型入札への意見

・プレゼンの上手い人が受注できるんじゃないの？

口が上手い営業マンが顧客の信頼を得るのか？

・評価者（住民）を買収したり、業者の身内がいれば
 受注できるんじゃないの？

利害関係者を評価者に選定しないルール作りが必
 要です。



これからの取り組み

住民により身近な市町村工事への適用
 

がふさわしい。

例）
 
公園整備

コミュニティーセンター

除雪など



・首長（理事者）の理解  
・発注担当者（建設・契約）の協力  
・地元建設業界の理解  
・評価者（住民）の選定

実施への課題

負担軽減策
・評価者の固定化（入札監視委員会のような常設組織

 とし、年に数回、住民参加型入札に関わる）
・建設マネジメント研究委員会の全面的なサポート
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